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研究成果の概要（和文）：本研究は，国際的な標準年代尺度として確立しているGeologic time scaleのデータ
がない北西太平洋海域を対象として，本邦に分布する上部新生界の石灰質ナノ化石を検討し，この海域にスタン
ダードとして用いることができる石灰質ナノ化石基準面とその年代をできるだけ詳しく明らかにすることを目的
とした．本研究で主に用いた試料は，房総半島の地層群および南海トラフの深海底コアであった．本研究の結
果，特に上部鮮新統および更新統については，酸素同位体ステージと化石基準面との関係を初めて明らかにする
ことができた．また他の年代についても古地磁気層序などとの関係から有効な基準面を設定することができた．

研究成果の概要（英文）：This study aimed at establishing a standard calcareous nannofossil 
biohorizons in the Pacific side of the Japanese islands that can be useful to determine geologic 
ages around the Northwestern Pacific region. In this study, we examined Miocene to Pleistocene 
strata distributed in the Boso Peninsura and core samples obtained from the Nankai Trough 
Seismogenic Zone Experiment (NanTroSEISE Project). As a result, useful biohorizons during the late 
Miocene to Pleistocene were clarified in relation to magnetostratigraphy and oxygen isotope 
stratigraphy. Especially, we firstly reported that calcareous nannofossil biohorizons from the late 
Pliocene to Pleistocene were directly correlated with oxygen isotope stages in the southern Boso 
Peninsura and they can be applicable to the northwestern Pacific region.

研究分野：微古生物学

キーワード： 石灰質ナノ化石基準面　北西太平洋海域

  ３版
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１．研究開始当初の背景 
	 本研究で取り扱った石灰質ナノ化石は，地

球科学分野においてきわめて有用な示準化石

の一種であり，この化石が登場した三畳紀か

ら現在に至るまで様々な種が出現し，絶滅す

るという進化を遂げてきたことが知られてい

る.現在までの研究の結果，年代指標となる化
石種の種類と，その出現や絶滅の年代が古地

磁気層序や酸素同位体層序との対応を根拠に

明らかになりつつある(Gradstein et al.,2012な
ど).特に赤道太平洋，大西洋，そして地中海に
おける過去2千5百万年間については，指標と
なる化石種の年代が詳しく求められており，

国際深海掘削計画などにおいて，それらの年

代が数多く利用されている.ところが，そのよ
うな指標となる化石種の年代が求められてい

るのはあくまで限られた地域であって，とり

わけ本邦を含む北西太平洋海域ではそのよう

な研究例はほとんど知られていなかった.  
 
２．研究の目的 
	 上記のような研究の背景を考え，これまで

具体的な数値年代が明らかにされていなかっ

た北西太平洋海域における新第三紀および第

四紀に有効な標準的石灰質ナノ化石基準面

（年代を決定するための基準）を構築および

再整理し，それぞれの化石基準面の年代を明

らかにすることを研究の目的とした.  
 
３．研究の方法 
	 ２で示した研究の目的を達成するために，

本 邦に分布する陸上の地層群および本邦に
近い海域の深海底コアを選定した．具体的な

陸上の地層群としては，房総半島に分布する

三浦層群および上総層群，そして房総半島の

中でも南端に分布する千倉層群および豊房層

群である．一方，本邦に近い海域の深海底コ

アとしては，統合国際深海掘削計画（IODP）
で南海トラフにおいて掘削され，得られたコ

アを利用した．いずれの試料についても，そ

れらの堆積物から石灰質ナノ化石を抽出し， 
主に偏光顕微鏡で観察，計測を行い，石灰質

ナノ化石の層位分布を明らかにした．その上

で，化石種の顕著な消長（出現，消滅，多く産

出する層準など）を見いだし，それらの「イべ

ント」と，既存の古地磁気層序および酸素同

位体層序との直接比較を行って，それらイベ

ントの年代を明確にした．なお，従来よりも，

化石基準面の年代を詳しく明らかにすること

を念頭に置いたため，検討する時間解像度を

極力細かくすることにつとめた． 
 
４．研究成果 
	 本研究のもっとも大きな成果は，千倉層群  
布良層および南朝夷層における検討結果であ

る.千倉層群布良層および南朝夷層は，房総半
島の南端に分布し，付加体の上位に位置する

海溝陸側斜面堆積物であることが知られてい

る（小竹，1995）．これらの地層群は比較的連
続性があり，研究対象とする以前より豊富に

石灰質ナノ化石を含むことが知られていた.
また，比較的最近，連携研究者である茨城大

学岡田誠教授により，同地層群の酸素同位体

層序と古地磁気層序が明らかにされており

(岡田ほか，2012)，比較対象とする独立した年
代モデルが確立している条件の良い数少ない

地層群の例である.そのため，この布良層およ
び南朝夷層から石灰質ナノ化石を抽出し，詳

細な化石種の存否を明らかにし，過去300万年
前から230万年間の間で，本邦を代表する化石
基準面と，それらがどの酸素同位体ステージ

に対応するのかを試みた .その成果はKameo 
and Okada (2016)に掲載されている．Kameo and 
Okada (2016)は，千倉層群布良層と南朝夷層の
石灰質ナノ化石を検討するため，千倉林道沿

いに分布する両層から岩石 試料を採取し，そ
こから産出する石灰質ナノ化石群集を検討し

た（図1）. 
 

 
 
図1．布良層および南朝夷層から産出する主な
石灰質ナノ化石の層位分布（Kameo and Okada, 
2016を簡略化）．酸素同位体の数字は 同位体
ステージの番号を示す.  
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また，Reticulofenestraと呼ばれる化石種の大き
さの変化も併せて検討し，年代を決定するた

めに有効と思われるイベントの抽出を試みた

（図2）． 
 

 
 
図2．布良層および南朝夷層から産出する 
Reticulofenestra 属 の 大 き さ の 層 位 変 化 
（Kameo and Okada, 2016を簡略化）．酸素同
位体の数字は同位体ステージの記号を示す. 
 
	 図1を見ると，4種類の化石種の消滅層準（図
の右側）が認識可能であることがわかる．ま

た，図2に示したReticulofenestra属の個体サイ
ズの大きさは，一定の周期的変化をもたらし

ている. 
	 両者の検討の結果，過去300万年前から230
万年前に認められる石灰質ナノ化石基準面は，

下位から以下の5枚の基準面である（図3）． 
 
1) Discoaster asymmetricus の 産 出 上 限  
（MISG8–G9)  
2) Reticulofenestra minutula var. Bの産出上限
(MISG8–G9)  
3) Discoaster tamalisの産出上限（G7–G8） 
4) Discoaster surculusの産出上限（100） 
5) Discoaster pentaradiatusの産出上限（95） 
 
	 それぞれの末尾の数字は，いずれも対応す

る酸素同位体ステージである.上記の化石基
準面は非常に顕著であり，いくつかのものは

北西太平洋だけでなく，グローバルな追跡が

可能と思われる化石基準面である.この結果
は，鮮新世・更新世の下部に焦点をあて，本邦

における鮮新統・下部更新統境界付近の高解

像度石灰質ナノ化石層序であり，本邦におい

てほぼ初めて化石基準面と古地磁気層序との

対応をあきらかにしたものである. 

 

 
 
図3．鮮新統・更新統境界付近に認められる 石
灰質ナノ化石基準面(Kameo and Okada, 2016 
を簡略化)．酸素同位体の数字は同位体ステー
ジの番号を示す. 
 
	 この研究成果に引き続き，さらにこれより

も下位の層準である三浦層群安野層を研究対 
象として，石灰質ナノ化石を検討したところ， 
Reticulofenestra pseudoumbilicusの産出上限を
初めとする下部鮮新統の石灰質ナノ化石基準

面が認められ,それらと古地磁気層序との関
係から，基準面の年代を明らかにすることが

可能となり，その一部については亀尾ほか

（2015）で発表を行っている.さらに古い時代，
すなわち中新世の石灰質ナノ化石基準面につ

いては，参考となる年代基準が十分ではない

が，それでも国際深海掘削計画で南海トラフ

において得られた深海底コアの検討を行って，

その一部の年代を解明しつつある．結果とし

て，現在までのところ，本邦において後期中

新世から更新世にかけて有効と考えられる化

石基準面はおおよそ20枚であり，それらは後
期中新世から前期鮮新世においては古地磁気

層序と，それ以降については酸素同位体比層

序との対応をおおむね明らかになりつつある.
今後は，データを充実させる必要がある層準

の検討を行った上で，順次，公表を行う予定で

ある.  
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